
       

7月 14日（火）午後、11名の生徒

が京都市考古資料館をたずねました。 

 

ここでは京都市内の発掘調査により

発見された各時代の貴重な考古資料

を展示しています。 

 

まずは、京都市埋蔵文化財研究所の吉

崎伸氏の案内により館内を見学。 

さまざまな遺物から京都の歴史を知

ることができました。 
 

 

次はいよいよ「勾玉」作り 
勾玉は縄文時代からつくられていて、動物の牙の形とも胎児の形とも言わ

れています。 

材料の滑石に好きな形の下絵を描き、やすりを使って角をとっていきます。

「土の中からよみがえった京都が  

ここにある」  
         ( 資 料 館 パ ン フ レ ッ ト よ り )   
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石はそれぞれ色や模様が微妙に違います。最後に水をつけながら表面を磨い

て光沢をだします。みんな熱中…。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

    世界で一つだけの勾玉完成！ 
 

 

さらに、「火起し」や「矢じり」づくりにも挑戦です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    「矢じり」もできました！ 


